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「ローテーション道徳」を柱としたった道徳の授業力向上  

～学びを深める生徒の育成をめざして～  

東根市立神町中学校 校長 宗片史樹 

 

本校は、「考えを交流し、学びを深める生徒の育成 ～道徳の授業を通した豊かな表現

力の育成を目指して～」を研究主題に、３年間「特別の教科 道徳」についての実践を重

ねてきました。 

本校が道徳の研究を進めることになったきっかけは、本校生徒の実態にありました。友

達同士では本音で正しいことを主張することができず、悪いと分かっていながら注意する

ことができない。」と、当時の紀要には書いてあります。そこで、答えが１つではない道徳

の授業を通して、自分の考えを相手に伝えたり、自分と異なる考え方を受け入れる姿勢を

育んでいくために全校体制で道徳の研究を進めていくことになりました。 

時を同じくして、山形県教育研究会中学校道徳部会の研究協議会も引き受けることにな

りました。「特別な教科 道徳」ではありますが、特別に立派な道徳の授業実践ではなく、

どの学校でも行えるような平凡な実践、普段の授業の積み重ねこそが新たに教科となった

道徳の研究にはふさわしいのではないかということで、１時間１時間の授業実践を大事に

した、背伸びをしない研究・実践を重ねてきました。  

その中で、研究テーマ「学びを深める生徒の育成」に向けて、目指すべき道徳の授業の

姿を次の２点ととらえ、２年目から重点を絞って研究を行いました。１つ目は「多様で魅

力ある授業」であり、２つ目は「考えを深め、価値観を育てる授業」でした。この２つの

授業を創るための大きな鍵が、「ローテーション道徳」

でした。研究を通して得られた成果や課題を、改めて検

証してみました。 

 

１ 「ローテーション道徳」の導入 

 本校では、「多様で魅力のある授業づくり」のために、

また「考えを深め、価値観を育てる授業づくり」のため

に、ローテーション道徳を取り入れました。学級経営の

ことも考え、４月の道徳は学級担任が行い、５月の連休

【資料１】１年の進め方 

月  担当者  

４月  

 

 

５～１月  

２月  

 

３月  

①全校道徳（校長）  

②道徳（学級担任）  

③道徳（学級担任）  

ローテーション道徳  

㉝道徳（学級担任）

㉞道徳（学級担任）  

㉟学年道徳（校長）  
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以降からローテーション道徳をスタートさせ、年度末の２月からは再び学級担任が道徳を

持つように考えてみました。なお、道徳開きは全校一斉で、最後の道徳は学年毎に行い、

どちらも校長が担当しました。【資料１】 

実際のローテーション表は【資料２】になります。１学年５クラスを、８～９人の担任

団全員で「ローテーション道徳」を行いました。 

 

【資料２】（「ローテーション道徳」のローテーション例） 

 学年主任 副主任 担任 A 担任Ｂ 担任Ｃ 担任Ｃ 担任Ｄ 担任外 

① 10/18 ３組 ４組 ５組    １組 ２組 

② 10/23  １組 ２組 ３組 ４組 ５組   

③ 11/7    １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

④ 11/15 ４組 ５組 １組    ２組 ３組 

⑤ 11/29 １組 ２組 ３組 ４組 ５組    

⑥ 12/6   ４組 ２組 ３組 １組 ５組  

⑦ 12/13 ２組 ３組  ５組  ４組  １組 

⑧ 12/20 ５組    １組 ２組 ３組 ４組 

 

実際に「ローテーション道徳」を行ってみて、先生方には「道徳はしなければならない

もの」という考えが浸透し、授業時間がしっかり確保されてきました。学年団として道徳

に取り組むことで、先生方同士の道徳に関する話し合いも増え、先生方自身の道徳に対す

る苦手意識も低くなってきたように感じました。また、学級担任の先生に空き時間が生ま

れるので、他の先生の授業を参観する場面なども見られるようになりました。生徒の視点

で見ると、毎回先生が変わるので、違う雰囲気、パターンの授業と出会えて楽しみ感が増

えます。生徒はいろいろな先生の道徳の授業を楽しみにして、意欲的に道徳に取り組むよ

うになりました。 

 

２ 「多様で魅力ある授業づくり」について 

「ローテーション授業」を、多様で魅力ある授業づくりのために活かしたかったので、

先生方の指導する価値項目が重なっても構わないことにしました。先生方の思い入れの
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ある資料を使うようにしてもらい、それぞれの先生方が使った資料を蓄積するようにし

ました（【資料３】実践資料の蓄積）。その結果【資料４】に見られるように、多様な

資料・教材に先生方がチャレンジし、その時に使用した学習プリントをデータ上でお互

いに共有するようになりました。  

 

【資料３】年間指導計画への実践資料の追加  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料４】ワークシートの共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践した資料を加え蓄積していく  
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１年間実施した授業の価値項目を並べてみると、必要とされる２２の項目はほぼ網羅さ

れていました。ただ、年間授業計画との兼ね合わせをどう調整していくのかが今後の課題

かと感じました。各期のローテーションでどの価値項目を指導していくのか、誰が担当す

るのかを事前に決めて、年間指導計画に反映させていくことが理想ではあると思いますが、

まだそこまでには至っていないのが現状です。また、ローテーション期間中に、重点的に

指導する価値項目（いじめ等）を決めて指導する時期があっても良いのかもしれません。 

 

３ 「考えを深め、価値観を育てる授業」づくりについて 

 「ローテーション道徳」を取り入れた２つ目の大きな理由は、１つの資料を深く読み取

り、「考えを深める」授業に役立ててもらいたいと思ったからです。１時間の授業を終えて、

「うまくいかなかった」「こうすればよかった」と思うだけでなく、実際にどの部分をどの

ように変えていくのかをじっくり考えて欲しかったからです。「ローテーション道徳」を通

して、同じ先生の授業でも【資料５】や【資料６】のような変化が見られるようになりま

した。このような先生方の変容が、授業研究会だけではなく普段の授業の中でも行われて

いることが、「考えを深め、価値観を育てる授業」につながっているのだと感じています。 

 

【資料５】発問の変化１ 

《資料名》 「敵兵を救出せよ ～高畠が生んだ偉人 工藤俊作～」【１年・生命の尊重】 

（出典：山形県道徳読み物資料集） 

太平洋戦争中、日本軍の砲弾が命中してエンジンが停止した軍艦から脱出した 400 名以

上のイギリス軍兵士を、日本の工藤俊作艦長は「敵兵を救出せよ」と命令を下し救出活動

に当たった。その時に救出されたイギリス人のサムエル・フォースは「死ぬ前に、どうし

ても一言お礼が言いたい。」と日本を訪れ、工藤艦長の墓前で涙を流し手を合わせた。  

  

最初の展開  変更後の展開 

１ 戦争について考える 

２ 資料を読む 

３ 工藤艦長は、どのよう

な思いでイギリス兵を

 １ 戦争について考える。 

２ 資料を読む 

３ 工藤艦長、日本兵、イ

ギリス兵の思いを考え

主発問の前段として工藤艦長、

日本兵、イギリス兵についての心

情を考える場面を設けたことに

より、多面的・多角的な視点に立

って考えを深めることができた。 
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助けたのか。 

 

４（主発問）サムエルさ 

んは、墓前で手を合わ 

せ、工藤艦長に何と言 

ったのか。  

 

５ 振り返り 

る。 

 

４（主発問）工藤艦長は、

本当に敵兵を救出しな

ければならなかったの

か。 

 

５ 振り返り 

 

 

【資料６】発問の変化２ 

《資料名》戦争で死んだ兵士のこと（作：小泉吉宏）【３年・よりよく生きる】 

戦争で死んだ兵士の人生を、時間を巻き戻しながらたどっていく絵本である。３日前に

兵士として召集され戦地に赴き、たった２日のうちに死んでしまった。それまでは友人が

いて、恋人がいて、両親と暮らす、ごく普通の若者だった。 

 

最初の展開  変更後の展開 

１ 絵本のスライドを見 

ながら範読を聞く。 

２＜主発問＞兵士は自分

の人生を幸せだと思っ

ているでしょうか。 

３ 兵士に関わった人は、

兵士の死をどう受け止

めたかを考える。 

４ 振り返り 

 

 １ 絵本のスライドを見 

ながら範読を聞く。 

２ 印象に残った場面を 

出し合い、兵士の人生は 

幸せだったのかを考え

る。 

４＜主発問＞幸せとはど 

んなことか。みなさん

は、自分の人生をどんな

人生にしていきたいで

すか。 

５ 振り返り 

印象に残った場面を出すこと

で、幸せや不幸せについて考える

場面を設けた。このことによって、

幸せに対して多面的・多角的な思

考が広がった。  

兵士の人生を考えながら、最後

は自分に返す場面を設けたことに

より、自分にとってよりよく生き

るとはどういうことなのかを深く

考えていた。  

主発問を変えたことにより、救

出活動に当たった日本兵、救出さ

れたイギリス兵、さらには兵士の

家族の思いにまで話が及び、軍規

に違反して救出を命じた工藤艦長

の苦悩や思いに迫ることができ、

生命を尊ぶ深い授業に変容した。  
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２つの例を見てみると、主発問を吟味していくことは当然でありますが、主発問の前に

多面的・多角的な思考を促すような場面をつくっておくことも、考えを深めさせるために

有効であることがわかってきました。例えば【資料５】では、主発問の前に、それぞれ違

う立場にいる人たちの心情を考える場面を設けました。その結果、主発問に対して様々な

角度からの意見が出て、考えが深まっていったと考えられます。【資料６】では、主発問

の前に、資料の中で印象に残った場面とその理由を考え発表させておくことによって、人

によって幸せや不幸せの定義に違いがあるということに気づき、どの視点に立って幸せを

考えていくのか、考えが深まっていきました。 

資料や主発問を吟味し深まりのある考えを引き出すためには、同じ資料を使って複数回

の授業を行うことがとても有効であるということです。「ローテーション授業」では、１

つの資料とじっくり向き合い、変化させながら、複数回の授業を行うことができます。こ

れを繰り返すことで、自然と資料分析の力、発問の吟味、授業の展開の流れなどを自分な

りに勉強していくことができます。「ローテーション授業」は先生方の力量アップに大き

く寄与しています。 

 

４ 評価について 

 研究を通して、心配されたことの１つが「評価」でした。「ローテーション道徳」での評

価をどのように行うかということでした。 

「評価」については、サーバー上にある名簿に、授業担当者が２～４人程度目立った生

徒を抽出して学習の様子を書き込むようにしました。コメントが埋まってくると、逆にコ

メントの記されていない生徒の様子を観察し評価を記入するようにお願いしました。評価

の記述については、１文目には生徒の授業での様子（「授業では・・・」）と、２文目には

具体的授業中の様子（「特に○○では・・・」）と書くことにしました。（【資料７】評価例）

やってみて、授業の質を高めていくことで評価は自ずからついてくるということが確認で

きました。ただ、道徳の授業で育てようとしている道徳的な高まり（気持ち）が、日々の

生活で生徒に培われているのか、どのように見取るのかが課題として残りました。 
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【資料７】評価例 

生徒

Ａ 

  友達の考えによく耳を傾けて、「こんなときはどうすべきなのか」と課題を自

分事にとらえて考えることができました。『ハゲワシと少女』の授業では、世界

にはたくさんの人が飢餓や戦争で苦しんでいることを知り、多くの人を救うため

にはどのように行動すればよいかと真剣に考えました。 

生徒

C 

  自分の考えや意見を伝えるとともに、自分と異なる意見も尊重しようとする姿

が印象的でした。『おはようございます』の授業では、あいさつを礼儀としてと

らえるだけでなく、人とのコミュニケーションであると考えて、自分のあいさつ

を振り返り、さわやかなあいさつを実践しようと考えました。 

生徒

D 

  どの教材でも自分に置き換えて考え、多様なものの見方や考え方があることを

イメージしていました。『正しいのは俺たちだ』の授業では、トラブルのなかで

の３年生の行動のあり方に言及し､よりよい具体的な方法を提案することで、クラ

スの意見交流を活発に行い、責任ある行動について考えました。 

 

５ 研究を通して 

３年間の生徒の変容として、ある先生は「生徒の普段の受け答えなど、物腰が柔和にな

っていると感じます。あいさつなど正しいことを正しいと認め取り組もうとする生徒が増

えたと感じています。」と話してくれました。その背後には、道徳の授業を通して先生方の

生徒への接し方も大きく変わったからではないかと考えています。  

「人としてどう育てていくか、自分なりにいくつかのビジョンが見えてきました。」と

話をしてくれた先生もいます。今年度本校に赴任してきた先生からは、「正直、道徳は苦手

で憂鬱に感じていましたが、初めて『ローテーション道徳』をしてみて、先生方ともいろ

いろ話すことができて、最近は前向きになってきました。」との感想がありました。さらに、

「道徳は、自分が苦しい立場に立った時、どう判断し行動するかが最終的な決着点だと思

う。生徒の心を授業という安全地帯の中で本当に追い詰められているかは、いつまでも大

きな課題かなと思う。」と話してくれた先生もいました。「自分の考えを相手に伝えたり、

自分と異なる考え方を受け入れる姿勢」が、学校全体で育まれつつあります。 

最後に、全国学力学習状況調査の生徒・質問項目を 2017 年 4 月（研究１年次）と 2019

年 4 月（研究３年次）で比較してみると、下のような結果となりました。道徳の授業が、
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本 校

山形県

全 国

「考えを深める生徒の育成」に向かっていることを感じます。  

 

問）２年生のときに受けた道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループ  

で話し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか。  

 

 

 

 

 

 

１当てはまる ２どちらかといえば当てはまる ３どちらかといえばあてはまらない ４当てはまらない  

 

当初の狙いであった「学びを深める生徒の育成」につながっているかと問われれば、ま

だまだスタート地点に立ったばかりかなと感じています。それでも、「自分の考えを相手に

伝えたり、自分と異なる考え方を受け入れる姿勢」が、学校全体で育まれつつあることは

大きな研究の成果だと思います。 

お恥ずかしい実践ではありますが、「道徳が楽しい」と生徒が言ってくれていること、

これが私たち教職員にとって、何よりのことだと思っています。本校の実践が、道徳に悩

む多くの先生方の一助になればと思っています。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本 校

山形県

全 国

1 2 3 42017 年 4 月 

2019 年 4 月 


